
  

３Ｒ（スリーアール）とは、リデュース

（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル

（Recycle）の総称のこと。 

→誰でも簡単に実践できる！ 

資源の再利用！ 

～講座を通して、とみちゃんが協働を学びます～ 

「清潔で美しいまちづくりのための 

第４回 
協働のまちづくり講座 

ポイ捨てやごみの散乱防止」 
 

１月２２日開催 

参加者１０７名！ 

発行・問い合わせ 

市民活動推進課 

９３－１１１７ 

第４回目のテーマは「環境と市民協働（清潔で美しいまちづくりのためのポイ捨てやごみの

散乱防止）」ということで、環境課リサイクル推進班の飯田さん・飯岡さん・藤崎さん、   

街角花いっぱいボランティアグループ（以下「花ボラ」）代表の池田さんにそれぞれ取り  

組みを発表していただいて、参加者の皆で意見交換したよ。写真は花ボラさんの活動風景！

富里市の景観美化のために頑張っている人たちがいるんだね。今回の講座では市民にできる

ことがたくさんあったんじゃないかな。市民活動に取り組んでみよう！！ 

今回の講座は、市の取り組みとして（１）ごみ減量事業（２）美化推進事業、それから    

花ボラさんの活動についての内容だったけど、その前に家庭で簡単にできることとして 

３Ｒ運動というものがあったね。ごみ拾いなどのボランティアに余裕がなくて参加でき 

なくても、３Ｒを意識して生活することで誰でも環境へ配慮することができるね。 

  

  

ゴミを減らす！ 

繰り返し使う！ 

・ゴミを正しく分別 

・リサイクル製品を購入 

・フリーマーケット 

 などを活用 

・修理して長く使う 

・詰め替え品を買う 

・割り箸など使い捨て品を 

 使わない 



 

  ＜市の取り組み＞ 

（１）ごみ減量事業 

①資源回収運動による資源の有効利用の促進 

 資源回収運動とは、自治会等で資源物の回収場

所・日時を定め、回収場所へ持ち寄った資源物を  

資源回収業者へ引き渡す運動で、平成２３年度の 

実績として約９６３ｔの資源物を回収。 

②生ごみたい肥化容器等購入費の一部助成 

 生ごみたい肥化容器とは、生ごみをたい肥にし、

肥料として有効活用できるスグレモノ！密閉容器や

電気式のものがあり、購入者に対し一部助成を  

行っている。 

（２）美化推進事業 

①ゴミゼロ運動の実施 

 ５月３０日を中心にごみの散乱防止と再資源化の

促進を目的とした運動で、市民の皆さんが地域のご

みを拾い、行政が回収するという協働事業！平成 

２４年度の実績として９，８１０ｋｇのごみを  

クリーンセンターへ搬入。 

②アダプトプログラム（道路の里親制度）の推進 

 アダプトプログラムとは、市民や事業者などが 

富里市内の一定区間の道路を「養子」とみなして、 

「里親」として面倒をみる（清掃・美化活動）制度

であり、現在、富里市では８６団体（１，１４２人）

が参加している。 

→市では清掃活動に必要なトングや軍手、希望に  

 応じて団体名称等を記入した看板（アダプト    

 サイン）などを支給している 

③環境美化啓発活動の支援 

 市民団体の代表者や市政協力員・環境美化推進員

で構成された「環境美化推進協議会」が、環境美化

の精神を広く市民に普及することを目的に啓発活動

を行っている。その一つとして「ポイ捨て“ナイナ

イ”キャンペーン」があり、これはごみを拾うゴミ

ゼロ運動とは異なり、ごみを捨てさせない啓発活動。 

→平成１２年にはポイ捨て防止条例が施行され、   

 平成１９年には同条例に罰則規定が設けられた 

＜花ボラの紹介＞ 

☆設立の経緯 

 中央公民館主催事業の花壇教室がきっかけで、

平成１０年３月に設立 

☆団体の構成 

・植栽部門（花植え）７７名 

・花苗育成部門１２名 

☆活動内容 

・市内８ヶ所にある花壇やプランターに自ら     

 育てた季節の花を植栽 

→花を植えることでポイ捨ての抑止力になる 

→花の水遣りには花壇の近隣の事業者や個人が  

 協力してくれている 

・リサイクルフェアに参加し、活動のＰＲや       

 花苗などを販売 

→バザーでは、花ボラが枯葉から作った腐葉土  

 は作物の育ちが良いと評判！ 

☆活動を通して感じること 

・花作りも体力勝負！きれいな花を咲かせる   

 ために夏の暑さ、冬の寒さにも負けない！ 

・花植えは誰にでもでき、仲間づくりができる 

・活動で学んだことを、他の活動にも活かし、 

 活動を広げていきたい 

 

＜今後の課題＞ 

①市の課題 

・未だにごみのポイ捨てや不法投棄が無くならない 

 のが現状 

→放置されたごみが更なるごみのポイ捨てや不法   

 投棄を誘発している 

・ポイ捨て防止条例の啓発、各種事業の推進 

・不法投棄の監視や民有地の適正管理を依頼する  

 など、市民・事業者との協働が必要 

②花ボラの課題 

・メンバーの高齢化 

・特に男性の会員が少ないため、力仕事ができない 

→軽自動車の運転や花の配達など、できる範囲で良い  

 ので一緒に活動に参加してほしい 



 

  
市では様々 な事業を展開しているけど、まだまだごみのポイ捨てや不法投棄はなくならな

いみたいだね。参加者の皆は何かいいアイデアを持ってないかな？ 

花ボラさんは講座がきっかけで立ち上げた団体なんだね！協働のまちづくり講座でも 

市民活動団体が立ち上がるといいな～。 

＜参加者からの質問＞ 

Ｑ.自分にも花ボラに協力できることがあるかもしれないので、花の植栽・育成について、年間スケジュール  

 を教えてほしい（市民活動団体 男性）。 

Ａ.植栽は年２回、活動できないときがあっても、花ボラは一人でやるものでなくグループの中でカバーして  

 活動している。 

Ｑ.不法投棄が目立つように思うが、どの様に処理するのか。見つけたら市へ連絡してほしいとのことだが、 

 民有地については市では対応が難しいはず。市でカバーできないことを市民とやっていこうというのが協働 

 だと思う（市民活動団体 男性）。 

Ａ.民有地については、原則として土地の管理者に連絡を取り処理をお願いしているが、個人での対応が難しい

場合は、相談に応じて対処している。危険物や不法投棄者を特定できるごみについては、警察の協力を得て  

対処している。 

 

＜参加者からの意見・提案＞ 

①市民は民有地かどうかわからないため、ＨＰなどで民有地かどうかわかれば協力できることがあるかもしれ 

 ない。また、学校区で民有地を管理できないだろうか。学校区で注意を払っていれば、土地所有者に対して 

 注意することができる（市民活動団体 男性）。 

②アダプトプログラムについて初めて知った、良いアイデアだと思う。ＣＳＲ（企業の社会的責任）の一環 

 として関心の高い企業はたくさんあるのでは（市民活動団体 男性）。 

③アダプトプログラムを１０年続けているが、ただごみを拾うだけでなく参加者との会合など楽しみながら 

 行うのが継続の秘訣（市民活動団体 男性）。 

④団体を立ち上げた当時は、環境課の職員と一緒に研修を受け、環境について学び協働で事業をしていたよう 

 に思う。昨年の夏には市庁舎へのグリーンカーテンを他団体と協働で実施した。環境分野は協働でやって 

 いけることはたくさんある（市民活動団体 女性）。 

⑤民有地に対し行政が手出しできないからといって、何もしないでいいわけではなく、この場で何ができるか 

 市民と考えていかなければならない（防犯指導員 男性）。 

⑥第一小学校区では、区長・環境美化推進委員会など３０人程が自主的に不法投棄が多い場所を回収している。 

 （市民活動団体 男性）。 

⑦ごみのポイ捨てや不法投棄の現場写真を市民が撮影し、それに対して報奨金を与える制度などがあればポイ 

 捨てや不法投棄の抑止力となるのではないか（市民活動団体 男性）。 

⑧アダプトプログラムに参加している。始めた当初はゴミ袋１４袋分集まったが、最近では２袋分にまで 

 減ってきた（市民活動団体 男性）。 

民有地の物を勝手に処分すると係争問題に発展することもあるから難しいよねぇ・・・

行政が常に現場を把握することは不可能だから、学校区で民有地を管理するというのは

協働事例として良いアイデアではないかな。 

それでは関谷先生、今回の講座のポイントをお願いします。 



 

 日にち・時間 テーマ 場所 

 

第５回 

 

2/26（火） 

18：30～20：30 

安心・安全と市民協働 

「地域で活動している防災 

 関係団体の現状と課題」 

富里中央公民館 

４階大会議室 

 不法投棄について、参加者から行政に対する手厳しい意見があったけれど、行政は  

法令に縛られるのが宿命で、今回は行政だけではできないことが明らかになったね。  

行政だけではできないことを市民がどうカバーできるか、市民に責任を持って担っても

らえることは何かを行政と市民で一緒に考え、協働で取り組んでいく必要があるね。  

行政が評価せざるを得ないような活動を市民がしていけば、行政も市民にどんどん託す 

ことができると思うよ。 

 それから市民に町をきれいにしたいという美意識がどれだけあるかが大切。通報者へ

の報奨金付与などのアイデアも出たけれど、ポイ捨てをさせないという雰囲気作りも 

市民にできることだね。このように市民にできることや市民のアイデアを持ち寄って 

地域の課題を解決していけるといいね。 

 行政だけでごみ問題に対処することはできないから、市民一人一人が町をきれいに 

したいという思いを持つことが大切だね。まずは３Ｒから始めよう！ 

 それでは、次回の講座のお知らせだよ。次回のテーマは「安心・安全と市民協働」と

いうことで、地域で様々な防犯・防災活動をしている人たちに取り組みを発表して  

もらうよ。誰もが安心・安全に暮らせるようにするにはどうすればいいのか次回も皆で

一緒に考えよう！ 

＜今回の講座風景＞ 

＜ 次回の講座 ＞ 

2/25ＰＭ3：００までに市民活

動推進課へお申し込みください 

TEL(93―1117) 

 


